
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
４
月
１６
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎�

南
分
館
１
階�

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
３０
分

締
切
り　
４
月
１５
日
㈬　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康
福
祉
環

境
部�

環
境
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

８
１
５
４

メ
ー
ル
：ngt111630@

pref.
�

niigata.lg.jp

坂
戸
山
野
鳥
観
察
会

　
坂
戸
山
周
辺
で
、
坂
戸
山
野
鳥
観
察
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
坂
戸
山
中
腹
ま
で
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
し
、
同
行
す
る
講
師
が
野
鳥
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
初
め
て

の
人
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

者
に
は
、
南
魚
沼
野
鳥
手
帳
を
配
付
し
ま

す
。

　
さ
わ
や
か
な
春
の
早
朝
に
、
野
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　
５
月
９
日
㈯　
午
前
６
時
～
８
時

　
（
受
付　
午
前
５
時
４０
分
～
）

集
合　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー�
駐
車
場

※�

小
雨
は
開
催
、
強
雨
の
場
合
は
中
止
し

ま
す

持�

ち
物　
双
眼
鏡
（
貸
出
用
は
数
に
限
り

あ
り
）、
筆
記
用
具

※
寒
く
な
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

費
用　
無
料

申�

込
み　
参
加
代
表
者
の
名
前
、
住
所
、

連
絡
先
、
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
六
日
町
観
光
協
会

�

☎
７
７
０

－

１
１
７
３

銭
淵
公
園
観
桜
会

　
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
移
動
販
売
な
ど

の
出
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

期
間　
４
月
３
日
㈮
～
１５
日
㈬
（
予
定
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間

　
日
没
～
午
後
９
時

会
場　
銭
淵
公
園

　
「
銭
淵
公
園
観
桜
会
」
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
７
８
０

－

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら�

○24

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

新
潟
県
の
シ
ダ（
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
）

　
日
本
シ
ダ
の
会
と
い
う
団
体
が
全
国
の

郷
土
の
シ
ダ
を
決
め
て
い
ま
す
。
新
潟
県

の
シ
ダ
は
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
で
す
。
リ
ョ

ウ
メ
ン
シ
ダ
の
名
前
の
由
来
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
自
身
の
体
験
か
ら
標
本
（
押
し

葉
）
に
す
る
と
、
表
裏
が
わ
か
ら
な
く
な

る
か
ら
「
両
面
」
シ
ダ
と
い
う
説
が
一
番

も
っ
と
も
ら
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
は
、
県
内
で
は
ご
く
あ

り
ふ
れ
た
シ
ダ
で
す
。

　

本
種
は
常

じ
ょ
う

緑り
ょ
く

性
で
、
胞
子
を
付
け
た

葉
は
雪
で
地
面
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
そ

の
ま
ま
冬
を
越
え
雪
が
解
け
る
と
再
び
立

ち
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
前
年
の
葉
が

残
っ
て
い
る
う
ち
に
新
し
い
葉
が
開
い
て

き
ま
す
。
春
先
に
年
寄
り
が
も
う
ひ
と
が

ん
ば
り
し
て
、
若
い
も
の
を
育
て
る
と
い

う
の
は
、
何
と
も
雪
国
新
潟
ら
し
く
て
、

新
潟
県
の
シ
ダ
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
冬
は
雪

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ

も
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
八
色
の
森
で
は
、
本
種
以
外
に
も
、
イ

ヌ
ワ
ラ
ビ
、
ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ
、
ク
ジ
ャ
ク

シ
ダ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
シ
ダ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ダ
は
一
見

す
る
と
花
が
咲
か
ず
、
地
味
な
植
物
で
す

が
、
興
味
深
い
植
物
で
す
。

リョウメンシダ
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